
議第10号

平成27年度滋賀県流域下水道事業特別会計予算

平成27年度滋賀県の流域下水道事業特別会計予算は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第 1条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ21,125,000千円と定める。

2 歳入歳出予算の款項の区分および当該区分ごとの金額は、「第 1表 歳入歳出予算」による。

（債務負担行為）

第 2条 地方自治法（昭和22年法律第67号）第 214 条の規定により債務を負担する行為をするこ

とができる事項、期間および限度額は、「第 2表 債務負担行為」による。

（地方債）

第 3条 地方自治法第 230 条第 1項の規定により起こすことができる地方債の起債の目的、限度

額、起債の方法、利率および償還の方法は、「第 3表 地方債」による。

上記の議案を提出する。

平成27年 2 月17日

滋賀県知事 三 日 月 大 造
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第 1 表　　歳　入　歳　出　予　算

　　歳　　入

千円

1 分 担 金 及 び 負 担 金 9,734,208

1 負 担 金 9,734,208

2 使 用 料 及 び 手 数 料 4,809

1 使 用 料 4,809

3 国 庫 支 出 金 4,403,120

1 国 庫 負 担 金 4,403,120

4 財 産 収 入 2,477

1 財 産 運 用 収 入 2,477

5 繰 入 金 2,733,135

1 一 般 会 計 繰 入 金 2,694,782

2 基 金 繰 入 金 38,353

6 繰 越 金 935,064

1 繰 越 金 935,064

7 諸 収 入 669,587

1 受 託 事 業 収 入 629,583

2 雑 入 40,004

8 県 債 2,642,600

1 県 債 2,642,600

21,125,000
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款 項 金 額

歳 入 合 計



　　歳　　出

千円

1 琵 琶 湖 環 境 費 16,797,515

1 流 域 下 水 道 費 8,718,656

2 流 域 下 水 道 管 理 費 8,078,859

2 公 債 費 4,327,485

1 公 債 費 4,327,485

21,125,000
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第 2 表　　債　務　負　担　行　為

番号

湖南中部浄化セン

ター受変電設備改

築更新工事

湖南中部日野北幹

線安部居１工区管

渠工事

湖南中部日野北幹

線安部居２工区管

渠工事

南大萱ポンプ場自

家発電設備改築更

新工事

守山ポンプ場沈砂

池等機械設備改築

更新工事

守山ポンプ場沈砂

池等電気設備改築

更新工事

湖西浄化センター

水処理機械設備改

築更新工事

湖西浄化センター

水処理電気設備改

築更新工事

衣川ポンプ場沈砂

池等機械設備改築

更新工事
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事 項 期 間 限 度 額

1 流域下水道建設事業

平 成 28 年 度 ２４０，０００千円

2 流域下水道建設事業

平 成 28 年 度 ７０，０００千円

3 流域下水道建設事業

平 成 28 年 度 ８０，０００千円

4 流域下水道建設事業

平 成 28 年 度 ７９，７４０千円

5 流域下水道建設事業

平 成 28 年 度 ２１１，３８４千円

6 流域下水道建設事業

平 成 28 年 度 ２９０，２００千円

7 流域下水道建設事業

平 成 28 年 度 ２６７，１２０千円

8 流域下水道建設事業

平 成 28 年 度 ５０，８８０千円

9 流域下水道建設事業

平 成 28 年 度 ５０，０５６千円



番号

衣川ポンプ場沈砂

池等電気設備改築

更新工事

清水ポンプ場ポン

プ等機械設備改築

更新工事

清水ポンプ場ポン

プ等電気設備改築

更新工事

湖西処理区管内ポ

ンプ場監視制御設

備改築更新工事

東北部浄化センタ

ー第１ポンプ棟耐

震補強工事

東北部木之本西幹

線難波１工区管渠

工事

東北部木之本西幹

線川道２工区管渠

工事

東北部木之本西幹

線細江川道１工区

管渠工事

東北部愛東東幹線

上岸本１工区管渠

工事

東北部愛東東幹線

上岸本３工区管渠

工事

事 項 期 間 限 度 額

流域下水道建設事業

平 成 28 年 度
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10 流域下水道建設事業

平 成 28 年 度 ４，０４４千円

11 流域下水道建設事業

平 成 28 年 度 １６４，２００千円

12

９０，５００千円

13 流域下水道建設事業

平 成 28 年 度 １０９，３００千円

14 流域下水道建設事業

平 成 28 年 度 １８０，０００千円

15 流域下水道建設事業

平 成 28 年 度 ６５，０００千円

16 流域下水道建設事業

平 成 28 年 度 ６１，０００千円

17 流域下水道建設事業

平 成 28 年 度 ８５，０００千円

18 流域下水道建設事業

平 成 28 年 度 ２５８，０００千円

19 流域下水道建設事業

平 成 28 年 度 ８７，０００千円



番号

平成28年度から

高島浄化センター

水処理監視設備改

築更新工事

高島浄化センター

重力濃縮槽建設工

事

高島浄化センター

重力濃縮槽機械設

備工事

高島浄化センター

重力濃縮槽電気設

備工事

高島浄化センター

急速ろ過池土木建

設工事

高島浄化センター

急速ろ過池機械設

備工事

高島浄化センター

急速ろ過池電気設

備工事

守山ポンプ場沈砂

池流入ゲート改善

工事

高島浄化センター

前処理施設建設工

事

高島浄化センター

前処理施設建設工

事監理業務
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事 項 期 間 限 度 額

流域下水道建設事業

平 成 28 年 度

20 流域下水道建設事業

５４０，０００千円平成29年度まで

21 流域下水道建設事業

平 成 28 年 度 ３０，０００千円

22

３０，０００千円

23 流域下水道建設事業

平 成 28 年 度 ２４，０００千円

24 流域下水道建設事業

平 成 28 年 度 ９０，０００千円

25 流域下水道建設事業

平 成 28 年 度 ３０，０００千円

26 流域下水道建設事業

平 成 28 年 度 ２１，０００千円

27 流域下水道建設事業

平 成 28 年 度 ７２，８００千円

28 流域下水道建設事業

平 成 28 年 度 １７５，０００千円

29 流域下水道建設事業

平 成 28 年 度 ２，０００千円



番号

高島浄化センター

前処理施設機械設

備工事

高島浄化センター

前処理施設電気設

備工事

湖南中部浄化セン

ター

湖南中部浄化セン

ター

湖西浄化センター

平成28年度から

東北部浄化センタ

ー

高島浄化センター

事 項 期 間 限 度 額
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30 流域下水道建設事業

平 成 28 年 度 ２２８，０００千円

31 流域下水道建設事業

平 成 28 年 度 ４７，０００千円

32 琵琶湖流域下水道汚泥
焼却設備維持管理業務

平成28年度から
平成30年度まで ２，４７８，３３０千円

33 琵琶湖流域下水道ばい
じん収集運搬業務およ
び処分業務

平 成 28 年 度 １２２，０００千円

平 成 28 年 度 ４６，０００千円

35 琵琶湖流域下水道沈砂
し渣収集運搬業務およ
び処分業務 平 成 28 年 度 ３，２５４千円

( )

37 琵琶湖流域下水道汚泥
収集運搬業務およびリ
サイクル処分業務 平 成 28 年 度 ８３，０００千円

( )

36 琵琶湖流域下水道汚泥
焼却溶融設備維持管理
業務

７４４，０００千円
平成29年度まで

34 琵琶湖流域下水道汚泥
収集運搬業務およびリ
サイクル処分業務



起 債 の 目 的 限 度 額 起債の方法 利 率 償 還 の 方 法

流域下水道建設事業費 普通貸借また 　5.0以内 　借入日の翌日から５年以
   

  
資 本 費 平 準 化 債 間において償還する。

 

 
件、財政その他の都合によ
 

 
置期間の延長をし、または
 

 
る。
 

計

第 3 表　　地　　　　方　　　　債

1,804,000

838,600

千円 ％
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1,804,000

838,600

は証券発行 内据え置き、40年以内の期

　ただし、借入先の融資条

り償還期間の短縮および据

繰上償還を行うことができ

2,642,6002,642,600


